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研究要旨 laminar closure（LC）は片開き式頚椎椎弓形成術の問題点のひとつで

あり、後弯変形や OPLL が危険因子として報告されている。後弯変形予防のために

棘突起形成を併用した平林変法と従来法について術前頚椎前弯角と LC の観点か

ら比較検討した。術前前弯角が 10°以下の症例において平林変法は従来法より LC

の発生を減少させる可能性がある。OPLL の存在は LC の危険因子とはならない。 

 

Ａ． 研究目的 

頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）および頚椎

症（OA）による頚髄症に対する後方からの

手術術式としては頚椎椎弓形成術が最も一

般的である。椎弓形成術には片開き式椎弓

形成術と両開き式椎弓形成術があるが、当

科では主に片開き式椎弓形成術を行ってき

た。Laminar closure（LC）は片開き式頚椎

椎弓形成術の問題点のひとつあり、頚髄症

再発の原因となる。LC の危険因子として後

弯変形や OPLL の存在が示唆されている。

我々は頚椎前弯の減少した症例に対して後

弯変形予防のため棘突起形成を併用した術

式（平林変法）を施行してきた。同術式と

従来法における治療成績、特に LC に対する

頚椎前弯角および OPLL の影響を明らかに

することが本研究の目的である。 

 

Ｂ．研究方法 

当科で手術を施行し、経過観察期間が６

ヵ月以上の OPLL による頚髄症 59 例および

OA による頚髄症 45 例を対象とした。術式

は平林変法が 18 例（M群）（OPLL 10 例、OA 

8 例）で従来法が 86 例（O群）（OPLL 49 例、

OA 37 例）であった。術前前弯角と LC の発

生頻度、術前後の JOA スコアについて検討

した。前弯角は、C2 と C6 椎体後縁のなす

角として計測した。また頚椎単純 X 線側面

像での脊柱管径/椎体径を測定し、術直後か

ら 15%以上の減少を LC ありとした。 

 

（倫理面での配慮） 

十分な説明によるインフォームドコンセン

トを得る。個人情報は匿名化を行い、厳重

に管理する。 

 

Ｃ．研究結果 

M 群は全例術前前弯角が 10°以下であっ

た。O群は術前前弯角10°以下が21例（OPLL 

16 例、OA 5 例）、11°以上が 65 例（OPLL 33

例、OA 32 例）であった。OPLL と OA を合わ

せた全体において、前弯角 10°以下での比

較では LC 発生症例の割合は M 群が 39%

（7/18）、O 群：76%（16/21）で、M 群が有

意に少なかった（p<0.05）。LC 発生椎弓数

の割合においても M群：17%（12/70）、O群：

38%（30/80）と M 群が有意に少なかった

（p<0.01）。OPLL 例のみでの LC 発生率をみ

ると、前弯角 10°以下における M群は 30％

（3/10）、O 群は 75％（12/16）であった。

また OPLL 例の LC 発生椎弓数は M 群が 13%

（5/40）、O群が 31%（19/62）であった。OPLL



例とOA例でのLC発生症例率およびLC発生

椎弓数率に大差を認めなかった。JOA スコ

ア改善率は、M群：46%、O群：52%（前弯角

10°以下：44%、10°以上：54%）で有意差

を認めなかった。 

 

Ｄ．考察 

従来法における LC の発生頻度は、術前頚

椎前弯角の減少に伴い増加していた。また

LCの発生率は OA群と OPLL 群で差を認めな

かった。平林変法は、棘突起形成によって

片側の傍脊柱筋付着部を温存でき、後弯変

形の進行に有効であるため、術前前弯角の

減少した症例に用いられる傾向にあった。

そのような症例は LC のリスクも上昇する

が、平林変法は従来法より LC の発生を減少

させる可能性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

術前前弯角が 10°以下の症例において平

林変法は従来法より LC の発生を減少させ

る可能性がある。OPLL の存在は LC の危険

因子とはならない。 
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  総括研究報告書にまとめて記載 
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